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つ変容するひとつのシステムをかたちづくっている(Bourdieu 1979=1990:(I)199 括弧内引用者) 4 
 
3 ブルデューのキータームである”pratique” という概念は『ディスタンクシオン』(Bourdieu 
1979=1990)の翻訳者石井洋二郎が「慣習行動」と訳しているように、歴史の中で人々の身体に沈殿した







ところで、これら “pratique”, “disposition”, “habitus ”といった語のブルデューの語法は、
ヨーロッパの理論的伝統のなかでは、決して特異なわけではない。行為を実践として捉えるような見方







































































































































































































































































































































































































例えば「A が B に C される」という文が表層構造としてあった時、その文の深層構造としては、より
単純かつ自然、必然、有意、言明的でしかも意味を等しくする「B が A を C する」があり、それが受動
態変形を受けたものであると理解される（Chomsky 1966=1976 :66）。「木が（人に）切られる」という表
現があったとすれば、その深層構造は「（人が）木を切る」で、その受動態変形だということになる。同






たとえば上の「いらだたせる」＝irritate がその好例だ。 “My son irritated me.” が、 “I was 
irritated with my son.” になる。後者は受動態といってもよいが、irritated を形容詞ととれば日本
語の場合と同じように能動態ということにもなるし、前者も日本語と同じ発想で “My son made me 












































































                                                
































































































































































つと考えられよう (Riesman 1950=1964)。 
 20









































































































































































































































































理論はデューイらのそれに非常に近しいものがあることを認めている(Bourdieu and Wacquant 
1992:122)。ブルデューとアメリカ・プラグマティズムとの親近性については Shusterman (1999)、
Aboulafia (1999)を参照。特に後者はブルデューの habitus 概念とミードの”I”, ”Me”概念の相似性
について論じている。 
 25





























い(Veblen 1919=1961: 75)  
このように、新古典派経済学における ＜過去も未来もなく永久に不変の欲求に突き動かされるだけの
快楽主義的人間像＞ に対抗してヴェブレンの提出した人間像は、＜本能による制約を受けながら、歴史













                                                
18 このエルスター批判にも根拠はない。 Elster 1983: 69 を参照。 
19 Dobriansky 1957: 11-2, 254 
20 ヴェブレンにおける本能論は、Veblen 1914=1997 において、もっともはっきりとしたかたちで展開さ
れている（特に 3‐12 頁）。 
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る。前者が、反射的な自動反応の集りであるのに対して、後者は、人間の「生活の諸目標、遂行される



































































































稿 1998b を参照）。 
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る。つまり別の戦略は ESS の戦略をとっている集団に侵入できない、ということである。逆に、ESS で
ない戦略をとっている集団の中でも ESS の戦略は広がっていくことができ、そこに侵入することができ
る。複数の種類の ESS が存在している場合には、最終的にどの ESS の状態で安定するかは初期条件によ
って決まってくる。ESS について詳細は、Maynard-Smith 1982=1985 を参照。このグラーフェンのモデル























































































































情報を利用する・しないは自由である。 (Grafen 1990) 
 
























                                                
24「誤認…は、贈与交換と、恣意的な搾取関係を、…自然に基礎を持つがゆえに耐久性を持った関係へと














































































































                                                
































































































































                                                





































































































































































































のに適した状態にあるのだ (Bourdieu 1979=1986: 22)」 
34 ただしこの定義は、彼の象徴資本概念の用例としては、最も広義のものである。註 30 を参照。  
35 この交換可能性について、ブルデューは例えば次のように述べている。「様々なタイプの諸資本は厳密
な等価法則に服しており、したがって相互に転換可能である (Bourdieu 1980=1988 (1) 204)」 
36 ゆえに、社会空間における高い地位の獲得と表示を、全ての資本の価値の基準とした、ブルデューの
「交換可能性」の概念は、例えばベッカーの「人的資本」における交換可能性の考え方とは、根本的に
異なる。Bourdieu 1979=1990 (1): 3 を参照。 
 41







































































































































































































































































                                                
こうした公認もまた、公然の秘密を創り出す装置であり、「公認化戦略」という言葉にも見られるとお




































































































                                                
41 実はヴェブレンのこうした解釈において、道徳性の問題を解決する方法が存在している。その点につ
いて 3-16 で述べる。 
 48





















































































































































































































































































































































「出会い」(1961)、「集りの構造」(1963)、「儀礼としての相互行為」(1967)、そして Relations in Public 
(1971)で、ゴフマンは、社会秩序の説明のために、これらの契機を系統的に区別することなく、自由に












1893, 1897, 1912)。44 しかし、近代社会においては、社会の拡大と分業の発展により、社会における人々
の活動と経験は多様化し、「やがて同一の人間集団においても、…人間であるということ以外にもはや共
通の要素が何一つ共有されないような時期がやってくる」 




                                                
このような条件のもとでは必然的に、集合的感性があらゆる力をかたむけて、残された唯一の対象
に結びつき、そのことだけでもこの対象に比類のない価値を吹き込むのである…。こうして、人格
は…一つの宗教的な性質をおびるようになる(Durkheim 1897=1985: 425) 
さらに、こうした「人格／個人崇拝」の儀礼は、人の肉体と区別されるその「精神／たましい」へと











































45 Parsons 1964 を参照。ただしパーソンズはここにジンメルを加えていない。ジンメルの「社会化論」
の記述としては、Simmel 1908=1994: (上) 70-71 を参照。 
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いることを彼は観察する(Goffman 1962:8-9)。 
この集りの社会秩序とリアリティを成立させている無関連の規則は、ベイトソンの「フレーム」とい




























































































































































































































































54 このような解釈はまさにエリアスが文明化の推進力として考えたものと一致する(Elias 1969=1978)。 
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